
ソーシャルメディアと
ことばの支援

第39回 メディアとことば研究会＠立教大学
慶応義塾大学SFC 政策・メディア研究科

修士　遠　藤　　忍

｢あのとき｣に起きた､
いくつかの｢奇跡｣から



遠藤　忍（慶應SFC）ソーシャルメディアとことばの支援

みなさま、はじめまして
• 遠藤　忍（慶應SFC）
 (えんどう　しのぶ)
• 慶応義塾大学SFC 大学院
政策・メディア研究科
• 専門：外国語教育学？
• つい先日､修士になりました
• 社会言語科学会
第30回研究大会において
ポスター発表を実施、
明日、発表賞を受賞します
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何をしていましたか？

どんなことを考えていましたか？
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｢あのとき｣に何が起きたか①
• 大学での被災、イベントスタッフ、帰宅困難、大学泊
• 携帯電話は不通⇔ネット回線は生きていた
• ソーシャルメディアを活用した情報のやりとり

• 個人による安否確認、交通やライフライン情報など
• 公的機関による情報発信（@nhk_kabunなど）
• 「拡散」と「デマ」
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｢あのとき｣に何が起きたか②
• ドイツ人短期留学生の受け入れ中、早期帰国の手配
• 外国語による情報提供の必要性
• NHK Worldによるネットラジオでの情報提供
• 公的機関や大学による外国語情報提供
• インターネットを用いた草の根レベルでの情報発信

• 外国語による｢祈り｣のメッセージ
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#prayforjapan
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｢あのとき｣に考えたこと 8

とにかく、なにかしなきゃいけない

ただでさえ不安のなか
外国人はもっと不安だろう

彼らの不安は
彼らの母語でこそ取り払われるべきだ
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その時に出会った｢prayforjapan.jp｣ 9

鶴田浩之

西尾健太郎

これは、日本の財産になる
地震発生から15時間後に､ 栃木の自動車教習所で制作される
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心に残るつぶやきたち 10
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｢prayforjapan.jp｣のインパクト 11

• #prayforjapanのついた
つぶやきと写真をまとめ

• 心に残るつぶやきを
収集して掲載

HP 3,000,000 user
150,000 tweet
40,000 like /48 hours
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｢prayforjapan.jp｣のインパクト 12

• #prayforjapanのついた
つぶやきと写真をまとめ

• 心に残るつぶやきを
収集して掲載

4月12日校了・日英掲載・初版３万部・電子書籍化
印税は全て子どもたちに関係する活動に寄付
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そして、翻訳がはじまる 13

誰か一緒にやってくれる人いたらぜひやりたいです 
RT @_mizka @mocchicc このサイトの英訳ver.はでき
ませんか？英語圏のみなさんにも読んでもらいたい。

@mocchicc やるか、英語訳。
どれをやればいいかな？

2011/03/12 23:00ごろ～ 03/13 01:00ごろ

英・韓・中
での

翻訳作業の開始
⇒

13の言語
による

翻訳ver.の制作
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翻訳作業のタイムライン 14

・3/13 英・中・韓での翻訳が開始｡
  Facebookの閲覧者たちによって翻訳が行われる｡
・3/14 翻訳衝突が発生｡ 遠藤が｢翻訳まとめ人｣として
  翻訳済み・未翻訳の整理を実施｡
  同時に､ 可能な限りの多言語翻訳を呼びかけ｡
・3/15 ７つの言語に翻訳作業が拡大｡
  翻訳の作業をFacebookから別システムに移行｡
・4/11 31名の翻訳者により､ 13言語でコンテンツ提供｡
  日本語, 英語, 簡体中国語, 繁体中国語, 韓国/朝鮮語, フランス語, ドイツ語,
  スウェーデン語, オランダ語, ロシア語, スペイン語, イタリア語, ポルトガル語
・4/25 日・英２言語表記で書籍化｡ 同内容の電子書籍版が
  多言語版を収録して2012年2月に発売｡
  電子書籍版の翻訳までで97名の翻訳ボランティアが参加｡
  累計750万部の売り上げは､ 全額被災地に寄付された｡
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翻訳作業の実際 15
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prayforjapan.jp 編集スタッフ説明書き ver1.0 by @mocchicc

・記事の新規投稿、編集、各言語の翻訳・投稿の方法

ログイン後、ダッシュボードから「投稿」へ

「投稿」・・・投稿一覧を表示します（下の画像） このページから編集、各言語の追加が可能です。
「新規追加」・・・投稿を新規追加できます。新規追加は原則として、日本語のみとなります。

prayforjapan.jp 編集スタッフ説明書き ver1.0 by @mocchicc

・記事の新規投稿、編集、各言語の翻訳・投稿の方法

ログイン後、ダッシュボードから「投稿」へ

「投稿」・・・投稿一覧を表示します（下の画像） このページから編集、各言語の追加が可能です。
「新規追加」・・・投稿を新規追加できます。新規追加は原則として、日本語のみとなります。
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翻訳作業のグランドルール 16

• 自分のできることを、できる範囲で行ってください。
無理はしないでください。
• もともとの日本語のニュアンスやエピソードの想いを
くみとって翻訳してください。
• ボランティアスタッフへのリスペクトを忘れずに
協力し合って作業してください。

• 顔の見えない「素人」どうしで作業がなされた
• たびたび起こる翻訳衝突からメンバーを絞った
• 過度な負担を避けるためにシステムを変更した
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サイトのミッションと実際 17

14%
2%2%2%2%2%2%2%3%
6%
3%
4%
4%
4%4%4%5% 5% 6%

40%

アメリカ
カナダ
台湾
韓国
イギリス
オーストラリア
タイ
ニュージーランド
中国
フランス
ドイツ
シンガポール
その他

世界からの言葉を
届けたい

世界に感謝の意を
示したい

在日外国人の
不安を和らげたい
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“奇跡”と “課題” 18

• たった１夜でサイトができた
• ２日以内に翻訳が始まった
• 10日で12の言語が集まった
• 顔の見えないメンバーの
協働が起こった
• 書籍になって展開し、
有名人にも認知された

• プロの翻訳家ではなく
学習・生活での使用が前提
•  翻訳量のばらつき
• 作業強制ができず参加者の
動機づけを高めづらい
• 本当に届けたい人に
メッセージが届いているのか

奇跡に近いこの活動を研究として残し
後世に活かすことが研究的実践家の役割
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研究アプローチ① - 参加者への聞き取り
• 英語版に基づく翻訳の実行が欧州言語において見られた• 英語版が最も進捗が良く母語話者の参加で質が高かった• 欧州言語担当者は英語を第１外国語とする人が多かった
• 語彙や文化的差異の対応が､ 読み手を意識すると困難• 感情を伴う表現や､ 日本語特有の慣用表現への対応• 参加者は意訳の実行や注釈による対応を行っていた
• 140字の｢つぶやき｣には主語や語彙の省略が多発• 主語脱落への対応や文脈判断による補充の必要性
• 外国語を通じた支援の可能性から無力感を払拭• 在外邦人が抱いた罪悪感が､ 支援の実感から払拭された• 自身の外国語スキルが支援に繋がると思っていなかった

19



遠藤　忍（慶應SFC）ソーシャルメディアとことばの支援

研究アプローチ② - 他事例の整理
• 組織化された団体による支援の事例
• FMわぃわぃ
阪神淡路大震災時の多言語コミュニティFM
災害情報の多言語提供から多文化共生の担い手へ
• 仙台市災害多言語支援センター  ( 仙台国際交流協会 )
FMラジオ放送(FMわぃわぃ支援)や避難所巡回などを実施
インターネットを用いた災害支援情報の発信
国際交流協会職員＋｢災害時言語ボラン ティア｣
• 多言語災害情報支援サイト
東京外国語大学多言語・多文化教育研究セ ンターが運営
教職員やOBOGによる翻訳ボランティア126人が､ 
計21言語に災害に関する情報を翻訳・掲載
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研究アプローチ② - 他事例の整理
• インターネットを介した支援の事例
• Japan earthquake how to protect yourself
• ｢地震発生時緊急マニュアル｣を44言語に翻訳して掲載し､ 
最多時で11万アクセスを得た
• 翻訳ボランティアは大学生の友人関係､ SNSで活動を
知った閲覧者など､ 100名程度の見ず知らずの人

• 世界から日本へ1000のメッセージ
• インターネットで寄せられた外国語による応援の
メッセージをオープンに翻訳してもらい掲載
• 日本語に翻訳された原稿をコアメンバーが掲載する方法

21

http://nip0.wordpress.com/
http://nip0.wordpress.com/
http://jequake1000msgs.net/
http://jequake1000msgs.net/
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研究アプローチ② - 他事例の整理
• ｢ことばの支援｣の共通点
• 外国人の不安の払拭が目的
• 英語に限らずできるだけ多くの言語での翻訳
• 翻訳すべき情報を集約するコアメンバーと
それを翻訳する翻訳参加者の役割分担

• 翻訳体制による相違点
• 組織化体制：トレーニングと質の保証、継続的支援
• 見ず知らず：スピード性、伝播性、多くの市民の参加
　←ソーシャルメディアの特性には長短どちらもある

22
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適切な言語と適切なツールとは
• フェーズのちがいによる、伝達されるべき情報
• 緊急期：とにかく逃げろ、なんとかして生き延びろ
• 復旧期：避難所生活情報、ライフライン情報、安否確認
• 復興期：生活の心的安定と経済的安定

• 現地における情報伝達ツールの選択
• 発災後72時間は、｢やさしいにほんご｣で伝達されるべき
避難所では、まず紙とペン、そして掲示板
• 情報の集約・整理・伝達の橋渡しに混乱が起きる
被災地外の人間がソーシャルメディアで担える役割

23
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言語学には何ができるのか
• 緊急時には「立場」や「専門」は関係なく
まずとにかく動いて実際に現場を見ることが必要
• それでも言語の専門家は、情報の整理・集約・翻訳の
方針決定や実際の作業において知見を活かせる
• インターネット上の｢住人たち｣がすぐにでも動ける
わかりやすいグランドルールをつくる

• ｢あのとき｣に起きていた｢奇跡｣を整理する研究の必要性
• ソーシャルメディアでの情報拡散の現象
• 緊急時に本当に伝えやすい伝達メディア

24
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ソーシャルメディアとことばの支援 25

人々の不安を
やわらげる

｢あのとき｣のことを
風化させない

｢なにかしたい｣を
呼び起こす
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発表者からの問いかけ 26

言語学のこれまでの積み重ねは
災害という緊急時において

どのように活かされるべきでしょうか

それを活かすうえで
ソーシャルメディアという新しい媒介に

何を期待しますか



ちょっと前より夜の暗さを感じる｡
 ずっと前はそうだった｡

ちょっと前より人の温かさを感じる｡ 
ずっと前はそうだった｡

ちょっと前より強くなった｡
ずっとこれから諦めない｡

書籍『PRAY FOR JAPAN』p.119より抜粋
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当日の議論（発言録） 29
・若い人間たちの行動は多かった
・そのときの奇跡の力がもっと発展出来るかもしれない

・フェーズの違いの理解：メッセージを必要とするときと、救命・救援が必要になるときは違
う
・３月１２日の雪景色では助けを待っていた＝メッセージではなく助けに向かった知らせが欲
しい
・行政も混乱する（規制線すら張られる状況）：何をどこに持っていけばいいかの情報の翻訳
・日本人に必要だった外国語情報：原発報道に関する情報などで行動判断できるように
・かつてのモデルは助けられるとともにミステイクになる（都市部と過疎部の違い）
・市民参加型の災害情報共有システムの研究

・日本語の情報・つぶやきをどんな人がやっていたか？
 ⇒留学生も1/4～1/3くらい。海外に住まれている日本人もいた。学部課程の人もいた
 ⇒素性はやはり分からない状態で行った

・日本語の特殊性があったからこそ起きたのだろうか
・外国人が少ないところでは多言語化の必要はなく、やはり日本だから起きたのだろう

・言語学はなにができるのか：「動かなきゃダメ？」
・子どもたちを守らなきゃいけない、情報を整理しきれない、という状況
・「私だってショックだった」という同じグループへ入ろうとする現象
・「被災地外は感情を共有するべきだ」という感覚はインターネットやUstreamからだった




